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Summary
　Nowadays　natura霊environment量s　getting　worse　and　is　becoming
a　world　problem．　To　solve　this　problem　is　a　sublect　for　human
beings．Especially玉nfant　educators　should　study　more　about　nature
and　natural　environment　and　recognize　them　to　make　ch1ldren鉛mi．
liarize　with　nature　itself．
　This　report　says　that　it　is　very　important　for　infant　educators
to　have　a　deep　knowledge　of　ecological　nature．
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1．はじめに
　保育内容「自然」および一般教育「生物」を担当する者のひとりとして，
常日頃より強く感じていることは，保育あるいは幼児教育志望者の多くの者
が実物の生きものを知らずにいることえの驚きである。このことは，保育あ
るいは幼児教育志望者ばかりではなく，小学校・中学校教師志望者において
も同様の傾向がみられ，知識ばかりのいわゆる頭でっかちの様相を示してい
るといわれている。
　これらの「実物」ばなれの傾向は，現代人のもつ自然に対する一つの大き
な特徴である。現代人は，原始人達が示した自然への全面的な依存の姿，す
なわち，自然の中には従わねばならない自然の法則が存在し，他の生物を含
めた自然が人間の生存をコントロールしていることえの認識をもってはいな
いのである。むしろ逆の方向，例えば，水を得たければ水道の蛇口をさがす
姿，暑さ寒さに対しては暖房器や冷房器をさがす姿が一般的となり，自然へ
の依存性から離れてしまっている。こうして，現代人は，自らの環境を作り
出しては，自然という環境に頼らないでもよいと信じるようになった。
　近年，この傾向に対する警鐘が各方面より打ちならされてきている。現代
子のもつ豊富な知識や情報が，自分の五感を通し，直接体験を通して体得し
たものでないこと，すなわち，「本物」でなく疑似性であることえの将来性
への憂慮である。
　今回の報告は，自分の五感を通し，直接体験を通しての体得の必要性とい
うことをふまえて，生物生態的自然を中心とした自然観察のあり方について
いくつかの実践例をもとに私見を述べ，幼児教育者のための自然観察の実践
の参考に資するものである。
2．人間にとって自然とは何か
　近年，環境問題や公害問題が発生し，地球の環境が危機的な状況にあるこ
とは，国連人問環境会議（1976年6月，ストックホルム）での「人間環境宣
言」によって代表される地球的規模での環境間題の登場によっても知ること
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ができる。これらの環境問題が，人類は現代科学と技術によって自然に依存
しないでもすむという幻想や自然を人類と対立するものとしてとらえる考え
方を発生源のひとつとして生まれたといって過言ではあるまい。
　人間と自然とのかかわりあいは，原始人達が示した自然への全面的な依存
の時代。現代人が示す科学と技術による人工的な環境の形成によって，自然
の法則を破った人工環境時代。そして，その中間ともいえる人類が衣食
住という人問の生命の維持に必要な物質を自然から獲得し，さらに，自然が
生活の場の一部であった時代，すなわち，人類が自然との調和をはかってい
た並存の時代の三つの時代に区分して考えることができる。
　現代において，なぜ，人間は自然のもつ法則を人間生存の法則としてとら
えることをしなくなったのだろうか。自然のもつ諸々の事物や現象の中には
人間生存の脅威となるものもある。伝染病，台風・豪雨などによる風水害，
地震などがあるが，当然のことながら，自然のもつ法則を生きる基盤として
いるといえども，人間の知恵はこれら自然のもつ脅威から逃れることに向け
られ，自然科学そのものも，科学技術も，基本的には同じねらいをもって出
発したのである。しかし，人間にとって脅威となるものも自然にとっては自
然の法則にすぎないのであるから，自然のもつ脅威から逃れようとする人間
の努力は，自然の法則への抵抗であり，背反でもあった。こうして，自然科
学と技術をふくめた人類の文明は，初めから自然の法則に逆行する性格を内
包し，むしろ対立するものとしての性格をもっていたのである。
　人工環境時代といわれる現代において，人間は，征服したはずの自然を強
く求め，　ミ自然をかえせモと叫んでいるが，今西は，「自然を求めるとか，
自然を愛するとかいうと，なにかロマンチックで，古くさいことのように受
けとられやすいが，そうではない。もともと自然の中で生活していたら，こ
んな感情も要求もおこってこないであろう。これらは人工的な環境の中に生
活する都会人が，みずからの家畜化に抵抗しようとして発する，人間本来の
野生の叫びである。彼がいまだ人間としての健康さを，完全に失なってお・ら
　　　　　　　　　　　（1）ないなによりの証拠である」　と述べ，それがむしろ必然であるとしている。
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　自然とは何んだろうか。どんな概念をもつものなのだろうか。
　渋谷は自然について，「まず，自然は人工にたいするものとして考えられ
ている。これが常識的に考えられている自然である。ここに，人工とは人間
の活動であり，その産物である。社会や文化はここにはいる。このような人
工のはいらない，野山の草木や，いわゆる自然河川とよばれるものなどが，
わたしたちの自然というイメージにうかぶ。
　ここで，問題が生ずる。草木といっても，植林されたスギ林やヒノキ林は
どうなのだ。自然河川といっても，人間の漁がおこなわれているかぎり，そ
こにすむ魚には，すでに人工がくわわっているではないか。このような問題
で，どこまでが自然で，ここまでが人工だ，というふうに，うるさくせんさ
くするならば，混乱をますばかりだろう。自然をとりあげることを断念しな
　　　　　　　　　　のければならなくなるd　と述べている。
　広辞苑では，「④人工・人為になったものとしての文化に対し，人力によっ
て変更・形成・規整されることなく，おのずからなる生成・展開によって成
りいでた状態。◎おのずからなる生成・展開を惹起させる本具の力としての
　　　たちものの性。本質。本性。◎造化の力によって成った一切のもの。即ち，人間
を含めて天地間の万物。宇宙。e精神に対し，外的経験の対象の総体。即ち
物体界とその諸現象。㊥歴史に対し，普遍性・反復性・法則性・必然性の立
場から見た世界。㊦自由・当為に対し因果的必然の世界」などとなっている。
　このように，「自然」という言葉のもつ意味は非常に難解であるが，
自然には，人間の手の全く加わることのない原始的な純粋な姿のままの自然
と，人間の手，営みが加わった人間の生活とつながる自然とがあると考える
ことができよう。前者は，人間の営みと無関係な自然であり，後者は，人間
の営みとしての人工も広い意味での自然の一部ととらえる自然である。この
自然は，今西錦司のいう「半自然」と同じ意味であろう。そして，この半自
然が意味する人間的自然こそ，古来より日本人の眼にうつり，頭にえがく自
然である。
　バリー・コモナーは，　「現代科学と技術によって得られる恩恵を熱心に追
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い求める時，われわれは機械によってついに天然の環境に依存しないでもす
むという，ほとんど運命的な幼想におちこんでしまう」（3）と述べたが，人間
のもつ活動力の巨大化は，広狭両方の自然を変革しつつある。環境破壊や公
害という否定的な現象をひきおこしたのもその一つである。これからの地球
上の自然を正しく，科学的に管理する責務がある。これからの地球上の自然
の発展は，そのことをのぞいてはありえないのである。
　自然と人間との調和を持続的に確保していくということは，生物・生態学
的視点に立って人間と人類の文明のあり方を考えることにほかならない。他
に類をみないすばらしい文明をもつ人類も，地球上のすべての生物と共存し
てのみ生きられ，生物社会の多様なバランスの中でしか持続的な発展は期待
できないのである。
　ここにきてわれわれは生物界の一員としての人類の条件とか，自然という
環境の維持とかいう大変初歩的な問題に直面し，人類をとりかこんでいる地
球という自然を再発見しつつあるのである。
3．幼児にとって自然とは何か
　畑は，加藤との対談の中で，子供の成長と自然との関連について，次のよ
うに述べている。『「時々，マンションだけで育った子に会うことがあるんだ
ですが，座ってものを言っている姿を見ると，僕は，全然次元の違う子供に
会っているような気がするんですよ。だから，僕は，宇宙人だって言ってい
るんですけど，人問の子供を見ているようじゃないですねq「人間の精神形
成を考えると，私は美しい花を見るとか，風を感じるとか。毎朝，太陽を見
るとか，そういう積み重ねが，人は意識していないんですけど，それが精神
の一部を作っていくんだっていう気がするんですけど，それが欠けていいも
のかどうかd「すばらしい夕焼けの中を急に寂しくなって，家まで長い道を
帰るとか，そういうことが人間の精神を作ってきたんじゃないでしょうか，
そういうところが急に欠落してしまって，次の時代の，人間が，どうなるん
だろうなと，とても怖いですねd「日本中の子供の疎開説なんです。今，農
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村の子も都会の子も，変わらないんです。ですから，ひっくるめて，疎開施
設をどこかに作って，とにかく，強制的な勉強からはずして，山野を歩くと
か，肉体的な苦痛・飢え・乾き・寒さ・暑さ・風・雨，そういうものを一年
間体験させたいと思っているんですd』（4）
　昨今の子供達のいわゆる「本物」ばなれ，　「自然」ばなれを，朝日新聞で
は，1981年7月22日の社説でとりあげ，「今の子供の，ふだんの生活に欠け
ている最大のものは，「本物」とのふれあいではないだろうか。知識として
あるいは情報としては，親の世代が子供だったころに比べて，格段に多くの
ことを知っている。だが，それらはテレビ，ラジオ，出版物などのマスメデ
ィアを通じてのものが大半であって，自分の目，耳，体で直接に知る量は逆
に少なくなっている。近年，自然にふれさせることの大切さが強調されてい
るが，自然の豊かな田舎の子供でさえテレビに時間をとられて，その分だけ
自然体験の幅がせまくなっているのが現実だ」と訴えている。
　誕生した子供の成長をバックアップするものに「文化」がある。この文化
は，子供の受動的活動の対象として与えられる。この文化は，もともと自然
の中の事物・現象を媒介にした人間の精神活動の所産であるから，人間の感
覚に触れる一面や感覚に関係を持たない文化は存在しないと言えるであろう。
たとえ高度に抽象化された文化の内容であっても，その成立の過程のどこか
の段階までは，必ず感覚の支援を受けているのである。感覚から理性へ，具
体から抽象への発達の過程は，どんな文化の中にも秘められているといえる。
　したがって，自然は文化の誕生の場であり，同時に発展の動力を提供する
ものだといっても決して過言ではない。
　幼児の成長にとって，そして幼児がその精神活動を積み重ねていくとき，
幼児がその心の中に自分の文化を築き上げてゆくとき，そこに自然との接触
が必要となるのである。そのなかで，自然は，幼児に無限の興昧や関心を喚
起しながら，感性や理性を豊かにし，生活に適応できる技能を伸ばす契機を
つくってくれるのである。この過程をへてこそ，将来への優れた人格の形成
が希望され，全人的発達が期待されるのである。
一104一
4。幼児教育者が把握すべき生物・生態的自然とは何か
　幼児教育における具体的な活動の基本は，幼児の人間としての成長を偏り
のないものとすることにある。また，「自然」の教育は，自然との触れ合い
の中で，子供自身の感覚・情緒・思考の発達を助長するためのいろいろな経
験や活動を計画し，実践することである。そこでは，知識を教えるのではな
く，自然の事物現象への目を開かせることが第一のねらいとなっている。し
かし，その段階に止まることなく，自然の事物現象を関係づけ，意味づけよ
うと試みさせることによって，現象を説明したり，記述するなどの体験を深
めさせる活動，すなわち，科学的思考活動（探究の方法）への発展が期待さ
れるのである。
　こう考えてくると，幼児教育者は，単に実際の事物現象に接すること，そ
れを観察できることの範囲の科学に止まるべきではなく，科学の本質に触れ
る内容，方法の認識を獲得すべきであると考えられる。いいかえるならば，
幼児教育者は，自然との対話の具体的方法，基礎的知識を体得しておくべき
であるということである。
　生物・生態的自然の基礎理論となる学問領域は，いうまでもなく生態学で
ある。したがって，幼児教育者が把握すべき生物・生態的自然の基本概念は
生態学が明らかにしてきた諸原理，諸方法である。
　幼児教育者は，これらの生物・生態的自然の基本概念を体得したうえで，
幼児と自然との関係を「遊び」を通して計画的に設計し，幼児の知覚・注意
力・情緒・思考等の発達の助長を計れるのである。
　それでは，幼児教育者が把握すべき生物・生態的自然とは具体的に何んで
あろうか。
　渋谷は，生態教材へのアプローチと題して，この問題に対して次のように
述べている。「生態学史の追求から，生態学の出発は，自然のなかに生存す
る生物，あるいは生物の生活を認識するにあったことが明らかになった。自
然のなかの生物が，生態学のもっとも広い意味での対象であることは，現在
でも，変りない。同じことが，個人の認識の発達，もっとも広く個人の精神
一105“
の発達史についてもいえる。したがって，「生態」の教育についても，自然
のなかの生物の生存・生活が，出発点であり，到達の目標である，といえよ
）　（5）
つq．1
　そして，自然のなかの生物の認識をめざすとき，生物が，非常に複雑な自
然物であり，いろいろな側面をもっていること，また，生物をも構成分とす
る自然は，はるかに複雑であり，さまざまな側面をもっていることから，そ
こへ到達するための道，出発点にいろいあるとして，生態教材へのアプロー
チのしかたを次のように示した。1．分類学からの道（自然のなかの生物の生
存を明らかにするためには，そこにどのような種類の生物がいるかを，まず
つかまなければならない）1a．生物地理学（分類学からの道からの一つのわ
き枝であるが，一つ一つの種の現在の分布と，それにかかわるいろいろな環
境要因との関係を具体的に分析する）2．個体の観察からの道　2a．行動主義
と動物心理学（行動の観察と実験による研究とによって，心理学における客
観性を確保し，それを生態学的にとらえる）2b．走性・屈性の研究（外界か
らの刺激に対する生物の反応の研究も，生物の個体と環境の関係の一部とし
て，生態学と関係がある）3．各個生態学からの道（種の生存と個体の生活と
を統一して認識しようとする部門）3a．習性の研究　3b．動物社会学（高度
に発達した集団生活をいとなむ動物を対象とする）4．群集生態学の道から（
一っの地域にすむ動物をまとめて動物群集というが，この群集を対照とする。
植物のばあい，植物群落という）4a．群集有機体観（島のうえの生物や池の
なかにすむ生物を，全体として，まとまったものと考え，有機体として把握
し，この有機体をモデルにして群集を理解しようとする）4a’．生態系の観点
（一つの地域の植物群落と動物群集と無機的環境とをまとめて，物理学的な
系（システム）としてとらえる）4b．群集個別観（群集有機体観に対立する
群集観。それぞれに独自の分布範囲をもつ，いろいろな種が，一つの地域に
「並置（重複・並存）」しているのが群集の本質である）4c．正しい群集観
をめざして（群集を自然にみられるいろいろな種の並存であると同時に，そ
れを構成する個々の種および個体問に直接・間接の関係があるといった存在
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としてとらえる）5．個体数・個体群からの道（個々の種の個体数及び個体群
についての科学〉6．環境と適応からの道　6a．生理の研究とむすびつける方
向（生物体のあらわすさまざまな生理作用と環境とそれを構成する環境諸要
因との間のつながり〉6b．形態をとおして環境をとらえようとする方向（生
活形をもとにして，生物と環境との関係をあつかう）。
　次に，幼児教育者をめざして，現在，大学，短期大学等で学ぶ学生のもつ
生態学的素養を高等学校での「理科1」及び「生物」からみてみると，　「理
科1」の生物では，細胞と細胞分裂・生殖と発生・遺伝と進化・自然界の平
衡が扱われ自然界の平衡において，環境・生態系・物質とエネルギーの循環
・環境の保全等「生態」に関する内容が入っている。　「生物」では，細胞・
物質交代・細胞から個体へ・個体の維持・刺激に対する生物の反応・生物の
集団となっており，細胞レベル・個体レベルそして集団レベルでの階層構造
をもとにした内容であることがわかる。ここで扱う集団レベルでの内容は，
L生物の集団と環境（生態系，無機環境と生物の集団，いろいろな生態系〉
2．個体群と群集（生物群集，個体群の大きさ，個体群の成長，個体群の相互
作用，個体群の調節）3．植物群落と生物の分布（植物群落，遷移，生態分布
と植生図〉4．生きている生態系（植物による物質生産，物質とエネルギーの
循環，ヒトの生活と自然）などである。
　以上をひとつの視点としたとき生物・生態的自然として把握すべき生物学
的諸概念，諸法則とそれらに関連した諸事実，諸現象を理解するにあたって
は，理科1必修からみて，生態系を基礎的観点として把握するとしても，そ
の階層にのみとどまることなく各階層にみられる概念，法則を総合的にとら
えることの方がふさわしいと判断できる。各階層に位置づけられている具体
的な諸事実，諸現象はおたがいに相補的なものであり，各階層で重複するも
のであることからも首肯できよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）北野は，　「生物的自然に関する野外観察学習の素材」　として次のように，
生物学的諸概念，諸法則とそれらに関連した諸事実，諸現象を表している。
これは，幼児教育者にとっての生物生態的自然を考察するにあたって参考と
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なる貴重なものである。
生物的自然の階　●生物学的諸概念また　●“観察”または“実験”教材を深るため
層構造と歴史性　　は諸法則　　　　　　　の具体的諸事実および諸現象（素材）
個体レベル　　　●運動性（キネシス），　●捕食・排出・防御・擬態・生殖・営
　　　　　　　　走性，屈性，傾性，　　巣・帰巣・産卵などの行動，足跡・
　　　　　　　　本能的行動，学習行　　食痕の観察，ケミカルコミュニケー
　　　　　　　　動　　　　　　　　　ションの存在（フェロモン，アロモ
　　　　　　　　●環境への適応のしか　　ン，カイロモン），リリーサー
　　　　　　　　　た（適応戦略）　　　●食性や生活場所と動物の形態の関係，
　　　　　　　　●食性，生活型，適応　　食べ分けの存在
　　　　　　　　　放散，寄生特異1生　　●変態・冬越し・休眠・冬葉の形態
　　　　　　　　●生活史，日周性　　　●受粉のしくみ，種子の散布方法
個体群（同種・　●種概念（相同性）　　●近縁種間の形態的相異（分類の作業）
異種）レベル　　●個体群間の相互作用　●競争・共生・寄生・虫こぶ観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●個体数調査による個体数変動観察
　　　　　　　　●社会構造　　　　　　●群れ，順位行動，なわばり行動，す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み分け，カースト制，リーダー制
群集レベル　　　●食物網，食物連鎖　　●食物的，すみ場的地位
　　　　　　　　●生態的地位（ニッチ）　●環境と土壌動物種構成
　　　　　　　　●植物群落　　　　　　●優占種の生活型
　　　　　　　　●相観，植生，遷移　　●自然植生，現存植生
　　　　　　　　●生態的，地理的分布　●環境作用，環境形成作用
生態系レベル　　●生態的ピラミッド　　●個体数，生体量，エネルギーのピラ
　　　　　　　　●群落遷移　　　　　　　ミッド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●エネルギーの流れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●池→沼→湿原→草原→林（陽樹）→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陽樹・陰樹混合林）→極相林（陰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●落葉のゆくえと表土形成，菌の役割
生物の歴史性　　●進化　　　　　　　　●日本列島の歴史と照葉樹林，落葉広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉樹林，耕作地の関係
　　　　　　　　●共進化（相互進化）　●地層の化石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●虫媒花の形態，寄生性昆虫と寄生
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5．　「自然」ゼミにおいて扱った生物生態的自然
　本年度スタートした「自然」ゼミにおいて実践した学生に対する自然観察
は，前年度までの2ケ年間で担当した「日本の自然」での授業経験及び本学
のおかれた自然環境をもとにしたものである。
　以下は，4月より7月までに実施した自然観察とそれが生物・生態的自然
としてどの階層に属するものかを，北野が示した「生物的自然に関する野外
観察学習の素材」をもとに表した。
　4月20日　オリエジテーション　自然観察の基礎
　4月27日　タンポポの観察（校内の空地，約50㎡に分布するタンポポの観
　　　　　察（セイヨウタンポポ63株，エゾタンポポ1株，カントウタン
　　　　　ポポ1株），それぞれを1株づつスケッチして，その特徴を把握
　　　　　する。個体レベルー環境への適応のしかた。生活型。日周性。
　　　　　個体群レベルー種概念。個体群間の相互作用（個体数調査によ
　　　　　る個体数変動観察）。群集レベルー植物群落。植生。生態的・地
　　　　　理的分布。
　5月4日　タンポポの観察継続。まとめ作業。
　5月11日　水生昆虫の採集（思川の早瀬にすむ底生動物の採集一モンカゲ
　　　　　ロウ。マダラカゲロウ。コカゲロウ。ヒラタカゲロウ。トビケ
　　　　　ラなどを採集し，それぞれの形態の特徴をルーぺで観察する。
　　　　　個体レベルー環境への適応のしかた。生活場所と形態の関係。
　　　　　個体群レベルー異種個体群の相互関係。近縁種間の形態的相異。
　　　　　生態系レベルー食物連鎖。生態的ピラミット。エネルギーの流
　　　　　れ。
　5月25日　採集した水生昆虫の同定と分類作業。まとめ作業。
　6月1日　うつぎ（うのはな）の観察。歌に唱われ親しまれている養うの
　　　　　　はなモは，生け垣や畑地の境木としてよくつかわれ，日本各地
　　　　　　に見られるが，現代の若い人は，知る人は少ない。季節感あふ
　　　　　　れるこの木と花は，人々に自然の美しさを教えてくれる。
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6月8日
6月22日
6月29日
7月12日
放棄畑の雑草植生
本学の周辺にある田畑・草原・校庭・河川敷・農道等には，植
物と人との関わりによってつくられたさまざまな植物群落がみ
られる。
　同じ環境を求めて集まった植物の集団すなわち植物群落を調
査することによって植物の社会を理解することができる。
　今回は，本学の傍にある放棄畑の植生を調査した。
　5名1組で4グループつくり，それぞれのグループごとに適
当な面積（平均2×2cm）の植物種名，調査面積，被度（％），草
本層高度（o），方位と傾斜等を調べ，調査表に記入させる。
　ヒメムカシヨモギ，スベリヒユ，サギゴケ，オオアレチノギ
ク，ギシギシ，ヨモギ，カモジグサ，イヌムギ等が確認された
が，この調査をもとに，植物群落の成立要因，自然植生と代償
植生などについて考察させた。
尾瀬観察会オリエンテーション　スライドとプリントによる説
明観察のポイント
1．森林の垂直分布　1）ブナ林（夏緑広葉樹林帯）の構造
　2）オオシラビソの林（針葉樹林帯〉の構造
　3）ダケカンバの特徴
2．湿原　1）高層湿原　高層湿原の生長。高層湿原の植物。
　2）中間湿原　中間湿原の特徴と植物。
　3）低層湿原　低層湿原の特徴と植物。
　4）池塘と浮島　池塘と浮島の成因。
尾瀬観察会オリエンテーション　第2回目
尾瀬　第1日目　至仏山登山（泊〉
〃　第2日目　湿原の縦走　湿原の植物観察（泊）
〃　第3日目　森林植生観察（帰）
群集レベルー相観，植生，遷移（自然植生，現存植生）。生態的
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　　　　　地理的分布。生態系レベルー群落遷移
　以上のように，ここで行われた生物・生態的自然の観察は，一つに生物の
世界のもつ階層構造を，他の一つは生物の生活場所を軸としてのものである。
すなわち，個体→個体群→群集→生態系という概念をもとにしてのものと草
原，野，河川，湿原，湖沼，森林などの自然環境要素をもとにしてのもので
ある。
　次の機会では，生物・生態的自然のもう一つの特性である時間的変化すな
わち，生物の日周性。季節の変化と生物。進化などを導入したものとしたい。
　次に，7月以降に予定されている生物・生態的自然の観察について述べる。
O思川河川敷の植生調査一植物社会の移り変わり（群落遷移〉について
○野鳥の観察　思川川辺の野鳥の観察
○植物の生活形　ラウンケルの生活形をもとに採集して調べる
O思川河川敷の植生調査　　ニセアカシアの群落の調査一
〇日本列島の植物相
6．おわりに
　自然の中での人間の活動は，今西によって述べられているように，人工的
な環境の中に生活する都会人が，みずからの家畜化に抵抗しようとして発す
る，人間本来の野生の叫びの姿である。
　子供達を自然の中につれだすねらいは，自然のきびしさ，美しさ，やさし
さそして深さを教えたいからである。そして，その自然こそ人類の誕生の場
であり，成長の場であることを知ってもらいたいからである。すなわち，人
間が本来持つべき感性と理性を育てたいためである。
　幼児期は，自然の個々の事物や現象を自分の感覚で受けとり，それらを言
語やその他の表現記号によって代替する思考活動などの方法を身につける基
礎の段階である。自然との接触なしに，幼児の思考活動はなく，幼児が人間
として成育する基礎はありえないのである。
　自然のきびしさ，美しさ，やさしさそして深さは，自然との接触という直
一111一
接の経験をもとにした活動をもとにして，幼児の心の中に，自然を大切にす
ることを芽生えさせることができる。さらに人間も生物の一員であり，自然
の破壊が人間の破壊であることを，肌で知らせてくれるのである。
　こうして，幼児教育「自然」の指導目標がめざすものの一つである「身近
な自然の事象な．どに興昧や関心をもち，自分で見たり考えたり扱ったりしよ
うとする」はもちろんのこと「身近な動植物を愛護し，自然に親しむ」をも
達成させてくれるのである。
　「身近な動植物を愛護し，自然に親しむ」は，理科教育としての自然教育
だけではなく，環境についての倫理観や価値観をもった自然保護教育を含ん
でいる。幼児教育者が自然に対応する際に心得えておかねばならないものの
一つである。
　最後に，残された問題として，幼児教育者にとっての生物・生態的自然及
びその観察の体系化がある。これについて，恩藤は，「生物的自然に関する
野外学習の指導方法はいまだ体系されていない」（7）と述べている。北野は，
野外学習指導方法の体系化をめざすカリキュラム編成のためのモデルとして
生物的自然がもつ様々な特性のうちの三つ，歴史性（時間的変化），階層構造
（これには児童・生徒の自然認識の順次性も含まれる），生活場所を軸とした
立方体モデル（Cubic　model〉を提案している。
　これらを参考として，幼児教育者にとっての自然観察の体系化について研
究することを今後の課題とする。大方のご批判，ご叱正をお願いする。
（ほその　ひでお，一般教育，生物・自然科学概論）
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